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「
博
物
誌
」
と
い
ふ
題
は
〝H

istoires N
aturelles

〞
の
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
も
う
こ
れ
で
世
間
に
通
つ
た
訳
語
だ
と
思
ふ
か
ら
、
そ
の
ま
ま
使
ふ
こ
と

に
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
原
書
の
最
初
の
出
版
は
一
八
九
六
年
で
、
フ
ラ
マ
リ

オ
ン
社
か
ら
出
て
ゐ
る
。
ヴ
ァ
ロ
ト
ン
の
挿
絵
が
二
十
枚
は
い
つ
て
ゐ
る
が
、

内
容
は
四
十
五
の
項
目
し
か
な
い
。

　
一
八
九
九
年
に
、
フ
ル
ウ
リ
イ
書
店
か
ら
、
百
部
限
定
の
贅
沢
版
が
出
た
。

ト
ゥ
ウ
ル
ウ
ズ
・
ロ
オ
ト
レ
ッ
ク
の
有
名
な
挿
絵
二
十
二
葉
に
よ
つ
て
飾
ら

れ
て
ゐ
る
。

　
次
で
、
一
九
〇
四
年
、
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
社
か
ら
、
現
在
流
布
し
て
ゐ
る
決
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定
版
が
出
た
。
項
目
が
七
十
に
ふ
え
て
ゐ
る
。
こ
の
翻
訳
は
こ
れ
に
拠
つ
た

も
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
一
九
〇
九
年
、
フ
ェ
イ
ヤ
ア
ル
書
店
か
ら
、
近
代
文
庫
の
一
巻
と

し
て
ラ
ヴ
ィ
エ
の
挿
絵
入
り
で
出
た
。
こ
れ
は
八
十
三
の
項
目
か
ら
成
つ
て

ゐ
る
。

　
一
九
二
八
年
に
は
、
ブ
ル
ュ
ッ
ケ
ル
の
所
謂
美
術
版
で
、
ル
ウ
ビ
ル
の
色

刷
石
版
画
を
入
れ
て
出
版
し
た
。

　
一
九
二
九
年
に
は
、
「
愛
書
百
人
会
」
と
い
ふ
の
が
特
に
ド
ル
ュ
エ
ル
モ

に
頼
ん
で
石
版
画
の
挿
絵
を
十
六
枚
描
か
せ
、
百
三
十
部
限
定
の
豪
華
版
を

作
つ
た
。
項
目
は
五
十
七
し
か
な
く
、
ピ
エ
ー
ル
・
ミ
ル
の
序
文
が
つ
い
て

ゐ
る
。
ま
た
、
別
に
、
同
じ
年
に
、
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
社
か
ら
も
、
「
金
の
栞
」
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叢
書
の
な
か
へ
ボ
オ
デ
ィ
エ
の
口
絵
入
り
で
こ
れ
を
加
へ
た
。
内
容
は
一
九

〇
四
年
版
と
同
じ
で
七
十
項
目
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
、
著
者
の
死
後
、
全
集
刊
行
に
当
つ
て
、
ベ
ル
ヌ
ア
ア

ル
書
店
が
、
一
九
〇
九
年
版
に
な
い
二
項
目
を
加
へ
、
全
体
の
項
目
を
七
十

四
に
減
じ
て
新
編
「
博
物
誌
」
を
作
り
上
げ
た
。

　
若
し
さ
う
い
ふ
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ル
ナ
ア
ル
の
「
博
物
誌
」
は
、

い
く
ら
で
も
項
目
を
追
加
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
な
ぜ
な
ら
、

彼
の
日
記
は
、
無
数
の
こ
れ
に
類
し
た
「  

影    

像  

イ
マ
ー
ジ
ユ

」
で
満
た
さ
れ
て
ゐ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
な
ほ
、
嘗
て
私
が
訳
し
た
同
じ
著
者
の
「
葡
萄
畑
の
葡
萄
作
り
」
の
一
部

に
、
こ
の
「
博
物
誌
」
の
な
か
の
数
項
目
が
既
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
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附
け
加
へ
て
お
く
。

　
私
が
「
葡
萄
畑
…
…
」
を
訳
し
て
以
来
、
も
う
十
六
年
に
な
る
。
そ
の
後
、

「
博
物
誌
」
か
ら
若
干
の
項
目
を
撰
ん
で
「
新
青
年
」
に
発
表
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
れ
が
新
潮
社
の
「
世
界
文
学
全
集
」
中
に
「
博
物
誌
抄
」
と
し

て
収
録
さ
れ
た
。

　
昨
年
、
全
訳
を
白
水
社
か
ら
出
さ
う
と
い
ふ
話
が
あ
り
、
や
つ
と
「
日
記
」

を
す
ま
し
た
と
こ
ろ
で
、
少
し
鼻
に
つ
く
や
う
な
気
も
し
た
が
、
面
白
い
挿

絵
で
も
得
ら
れ
れ
ば
と
思
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
へ
、
私
の
弟
の
友
人
の
明
石
哲

三
君
が
是
非
や
り
た
い
と
い
ふ
話
で
あ
つ
た
。
明
石
君
は
昆
虫
の
研
究
家
で

あ
る
と
同
時
に
、
二
科
会
系
統
の
新
進
画
家
な
の
で
、
特
に
か
う
い
ふ
仕
事
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に
興
味
を
も
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
非
常
に
熱
心
に
ス
ケ
ッ
チ
を
と
つ
て
ゐ
る

様
子
で
あ
つ
た
。
ロ
オ
ト
レ
ッ
ク
が
や
つ
た
と
同
じ
や
う
に
動
物
園
に
も
度

々
通
つ
た
ら
し
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
私
の
翻
訳
の
方
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
今
年
の
は
じ
め
、
同

君
は
遂
に
し
び
れ
を
切
ら
し
て
、
南
洋
に
旅
立
つ
た
。
二
三
年
印
度
方
面
を

ぶ
ら
つ
い
て
来
る
と
い
ふ
の
が
別
れ
の
挨
拶
で
あ
つ
た
が
、
同
君
の
希
望
に

よ
つ
て
、
柏
崎
栄
助
氏
に
挿
絵
の
校
正
を
見
て
貰
ふ
筈
で
あ
る
。

　
ル
ナ
ア
ル
の
作
品
と
し
て
は
、
「
に
ん
じ
ん
」
に
次
い
で
こ
の
「
博
物
誌
」

が
人
口
に
膾
炙
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
る
。

　
公
平
に
み
て
、
こ
れ
ら
長
短
七
十
の
「
ス
ケ
ッ
チ
」
は
、
云
は
ゞ
玉
石
混

7



淆
で
あ
る
。
訳
し
て
み
る
と
他
愛
の
な
い
思
ひ
つ
き
や
、
訳
さ
う
に
も
訳
す

わ
け
に
行
か
ぬ
言
葉
の
音
の
洒
落
や
が
あ
つ
て
、
さ
う
い
ふ
時
に
は
少
々
う

ん
ざ
り
す
る
。
し
か
し
、
い
い
も
の
は
や
は
り
い
い
。
絵
画
や
詩
の
ほ
か
に
、

深
い
瞑
想
さ
へ
あ
る
。
「
樹
々
の
一
家
」
の
如
き
は
、
レ
ミ
・
ド
・
グ
ル
モ

ン
も
絶
讃
し
た
や
う
に
、
至
純
至
高
の
精
神
の
み
が
よ
く
描
き
得
る
「
自
然
」

の
心
理
風
景
で
あ
ら
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
嘗
て
モ
オ
リ
ス
・
ラ
ヴ
ェ
ル
が
こ
の
「
博
物
誌
」
を
作
曲
し

た
の
を
知
つ
て
ゐ
る
も
の
は
知
つ
て
ゐ
る
筈
だ
が
、
曲
目
と
し
て
は
、
「
孔

雀
」
「
蟋
蟀
」
「
白
鳥
」
「
か
は
せ
み
」
「
小
紋
鳥
」
の
五
つ
で
あ
る
。

　
そ
の
他
ロ
ロ
・
Ｈ
・
ミ
エ
ル
と
い
ふ
人
も
「
蝶
」
と
「
か
は
ら
ひ
わ
」
を
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音
楽
化
し
た
。

　
ル
ナ
ア
ル
の
「
日
記
」
の
な
か
に
、
ラ
ヴ
ェ
ル
と
の
当
時
の
交
渉
が
甚
だ

不
愛
想
な
調
子
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。
ル
ナ
ア
ル
は
生
来
の
音
楽
ぎ
ら
ひ
で
通

さ
う
と
し
た
が
、
そ
の
作
品
は
皮
肉
に
も
世
界
中
の
美
し
い
喉
で
歌
は
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
序
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
学
校
で
は
、
よ
く
書
取
の
問
題
が
「
博
物
誌
」

か
ら
出
る
と
い
ふ
話
を
聞
い
た
。
な
る
ほ
ど
と
い
ふ
気
が
す
る
。

　
　
昭
和
十
四
年
七
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳
者
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文
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情
報
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岩
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日
発
行
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本
の
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水
社

　
　
　1939

（
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（
昭
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日
発
行
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力
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年8
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作
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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